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Rokkasho広報ろっかしょ

photo スパハウスろっかぽっか前の村道に咲くニッコウキスゲ

ニッコウキスゲ、咲いた。
ニッコウキスゲが咲き誇る村を取り戻そう―と進めら
れているニッコウキスゲの増殖プロジェクト。村から
委託された青森日揮プランテック㈱とかけはし寮が、
㈶環境科学技術研究所の協力を得て試験的に移植・増
殖作業に取り組んでいます。写真のニッコウキスゲは、
村内のニッコウキスゲから種を取り出し、人工授粉、
自然交配などの試験を重ね、種から育てたもの。
５年の歳月をかけ、今年、見事に花を咲かせました。

▼ Pick  Up Topics

科学を遊ぼう。
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科
学
を
遊
ぼ
う
。

物
質
の
三
態
変
化
、
見
て
、
ふ
れ
て
仕
組
み
を
学
ぶ
。

東
北
大
学
出
前
授
業
で
、科
学
を
も
っ
と
楽
し
も
う
。

津
々
。
藤
原
助
教
は
「
温
度
は

物
質
の
振
動
に
関
連
す
る
。
分

子
が
元
気
に
な
っ
て
振
動
す
る

と
熱
に
な
り
ま
す
」と
解
説
し
、

会
員
た
ち
は
風
船
を
不
思
議
そ

う
に
眺
め
て
い
ま
し
た
。

　

次
は
固
体
の
変
化
：
低
融
点

金
属
を
使
っ
て
金
属
の
涙
（
液

体
状
態
の
金
属
）を
作
る
実
験
。

四
角
形
の
Ｕ
―
ア
ロ
イ
（
Ｓ
ｎ

―
Ｂ
ｉ
〈
す
ず
―
ビ
ス
マ
ス
〉）

合
金
を
コ
ン
ロ
の
上
で
溶
か

し
、
製
菓
で
使
う
鋳
型
に
流
し

込
み
、
船
や
魚
な
ど
の
鋳い

も
の物
を

作
り
ま
し
た
。
コ
ン
ロ
上
で
合

金
が
溶
け
る
よ
う
す
に
見
入
っ

て
い
た
会
員
た
ち
は
、「
あ
、

溶
け
て
き
た
！
」「
お
も
し
ろ

い
！
」
な
ど
と
実
験
に
ど
ん
ど

ん
引
き
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

東
北
大
生
と
の
交
流
で

大
学
を
身
近
に
感
じ
る

　

子
ど
も
の
豊
か
な
創
造
性
を

育
成
す
る
に
は
、
幼
少
期
か
ら

の
家
庭
教
育
や
理
科
教
育
が
重

要
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

村
は
地
域
活
性
化
と
人
材
育

成
の
観
点
か
ら
、
東
北
大
学
大

学
院
と
協
力
し
て
ス
タ
デ
ィ
ツ

ア
ー
や
逆
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
を

毎
年
行
い
、
学
生
と
村
の
中
学

生
と
の
交
流
を
続
け
て
い
ま

す
。

　

ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
は
学
生
が

村
や
村
内
企
業
な
ど
を
視
察
し

学
生
の
視
点
か
ら
地
域
活
性
化

を
考
え
る
も
の
、
逆
ス
タ
デ
ィ

東
北
大
学
出
前
授
業

The Science is Fun!

　

子
ど
も
た
ち
に
科
学
へ
興

味
・
関
心
を
持
っ
て
も
ら
お
う

―
。
村
は
本
年
度
、
東
北
大
学

の
協
力
を
得
て
、「
東
北
大
学

出
前
授
業
」
を
４
回
実
施
し
ま

す
。
第
１
回
目
の
授
業
は
６
月

12
日
、
二
又
夢
は
ぐ
館
で
六
ヶ

所
村
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ
を

対
象
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

実
験
に
興
味
津
々

目
を
輝
か
せ
る
子
ど
も
た
ち

　

こ
の
日
の
テ
ー
マ
は
「
固

体
」。
藤
原
充
啓
東
北
大
学
大

学
院
助
教
と
、
同
大
の
学
生
が

固
体
、
液
体
、
気
体
の
３
つ
の

状
態
の
変
化
：
三
態
変
化
に
つ

い
て
授
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

最
初
は
、
液
体
の
変
化
：
水

滴
を
入
れ
た
風
船
を
電
子
レ
ン

ジ
で
あ
た
た
め
る
実
験
。
会
員

た
ち
は
、
水
が
蒸
気
と
な
り
風

船
が
ふ
く
ら
む
よ
う
す
に
興
味

子どもたちは素直で正直。ストレート
な反応を見ることはわたしたちにとっ
ても勉強になります。家に帰ったら「こ
んなのを作ったんだよ」という会話を
して、保護者の皆さんをぜひ科学の世
界に巻き込んで欲しいと思います。
科学は原子力やエネルギーにも関連す
る基礎の部分。わかりやすく手軽な実
験を通して親しんでもらいたいですね。

工学博士

藤原充啓

東北大学大学院工学
研究科　量子エネル
ギー工学専攻　助教

Mitsuhiro Fujiwara

手軽な実験で科学に親しんで

ツ
ア
ー
（
仙
台
科
学
技
術
体
験

ツ
ア
ー
・
中
学
生
が
東
北
大
を

訪
問
）
は
生
徒
た
ち
の
進
路
選

択
な
ど
目
的
意
識
を
醸
成
す
る

こ
と
が
ね
ら
い
。
生
徒
た
ち
は

学
生
た
ち
と
の
交
流
を
通
し

て
「
東
北
大
を
目
指
し
た
い
」

「
も
っ
と
科
学
を
勉
強
し
た
い
」

な
ど
目
標
を
明
確
に
持
つ
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
中
学
校
の
数
学
や
理

科
の
知
識
が
科
学
技
術
に
ど
の

よ
う
に
生
か
さ
れ
て
い
る
か
を

知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
ス
タ

デ
ィ
ツ
ア
ー
の
中
で
出
前
授
業

を
実
施
。
授
業
で
は
単
な
る
知

識
習
得
に
と
ど
ま
ら
ず
、
授
業

を
補
佐
す
る
学
生
た
ち
と
ふ
れ

あ
う
こ
と
で
生
徒
た
ち
の
知
的

好
奇
心
を
高
め
、
向
上
心
を
養

う
貴
重
な
機
会
に
も
な
っ
て
い

る
よ
う
で
す
。

　

国
際
研
究
開
発
拠
点
の
確
立

に
向
け
た
人
材
・
基
盤
づ
く
り

を
進
め
て
い
る
村
に
と
っ
て
、

創
造
性
あ
る
人
材
は
大
き
な
力

で
あ
り
、
財
産
。

　

村
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
た

ち
は
、
大
き
な
可
能
性
を
秘
め

て
い
ま
す
。

　

さ
あ
、
出
前
授
業
で
科
学
を

遊
ぶ
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま

し
ょ
う
。
発
見
や
感
動
の
体
験

は
、
豊
か
な
才
能
を
開
く
き
っ

か
け
に
な
る
は
ず
で
す
。

Pick Up 
Topics

　 昨 年 度 の 逆 ス タ
ディツアー

東 北 大 の オ ー プ ン
キャンパス（学校見
学会）で学生からロ
ボットの仕組みにつ
いて説明を受ける生
徒たち。中学生の参
加は六ヶ所村だけ。
早い時期に進路など
の目的意識を持たせ
ることにつながる。

1_U- アロイ（Sn-Bi 合金）が溶ける

ようすに、興味津々の会員たち　

2_ 実験に挑戦する中村くん。真剣

なまなざしで U- アロイがバターの

ように溶けだすタイミングを待つ　

3_ 船の型に流し込まれた U- アロイ。

十分に冷えたら型から取り出して完

成だ

工藤 愛
あ い み

美さん
泊小学校 3 年

いろんな形を作って楽
しかった。優しく教え
てもらったよ。

いろんな実験ができて
楽しかった。金属が溶
けてびっくり。

理科が好きなので実験
は楽しい。次は友だち
も連れて参加したい。

こんな実験は初めて。
とてもおもしろかった
よ。

学校の実験も楽しいけ
ど、今日も楽しかった。
また何か作りたい。

貝塚　祥
ゆたか

くん
尾駮小学校 3 年

貝塚　創
はじめ

くん
第一中学校 1 年

中村 謙
け ん た

太くん
尾駮小学校 4 年

中村 昴
こうへい

平くん
尾駮小学校 6 年

発
明
ク
ラ
ブ
会
員
た
ち
の
感
想

出
前
授
業
第
２
回
目
（
７
月
10
日
土
）
の
テ
ー
マ
は
「
液
体
」。
特
別
企
画
と
し
て
一
般
参
加
者
を
10
人
募
集
し
て

い
ま
す
。
申
し
込
み
は
、
７
月
７
日
水
ま
で
企
画
調
整
課
（
℡
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１
（
内
線
３
５
５
）
へ
。

▼
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六ヶ所トピックス

地域の皆さんも参加して
泊小全校児童が泊地区海岸でごみ拾い

　泊小学校（太田平一郎校長、児童数 215 人）の全校児童が 6
月 11 日、泊イベント広場近くの海岸でごみ拾いを行いました。
　同小は、自然保護、児童たちの郷土愛をはぐくむことを目的
に海岸清掃を毎年実施。今年は、児童のほか保護者や住民約
30 人も協力し、約１時間かけてペットボトルやガラス瓶など
1.5 トンものごみを拾いました。
　古川果穂さんは「想像していたよりごみが多かった。ポイ捨
てはみんな嫌なのでやめて欲しい。大勢で拾えばごみもすぐな
くなるので、住民の皆さんももっとごみ拾いに参加して欲しい」
と話していました。太田校長は「地域のために何かをする奉仕
精神を養うことにつながる。日常でもごみがあったら拾うとい
う習慣を身につけて欲しい」と話しました。生活ごみや外国から流れ着いたごみを拾う児童たち

晴天下さわやかに登山楽しむ
「吹越烏帽子岳」に 23 人が登頂

　村立郷土館主催事業「六ヶ所村歴史散歩・吹越烏帽子岳登山」
が 6 月 4 日に行われ、23 人の参加者が山からの眺めや植物観
察を楽しみました。
　この日は、晴天でさわやかな風が吹く登山日和。参加者たち
は 2.5㌖ほどの登山道を約２時間かけて登頂しました。登山ガ
イドから山野草の説明を受けたり、太平洋や尾駮沼が見渡せる
ポイントで写真を撮り合ったりしていました。
　参加者のジュゼッペさんは「天気がすごくよかったし、毎週
末でも登りたいぐらい楽しかった。９月に富士山に登る予定な
のでいい練習になった」と笑顔で話していました。
　同事業は、登山だけでなく植物観察や遺跡、村の歴史が聞け
ると参加者に人気で昨年度から実施されています。本年度は村
北部でも開催予定です。

頂上まであと少し。励まし合いながら登る参加者たち

尾駮沼周辺をきれいに
村商工会青年部・女性部がごみ拾い

　六ヶ所村商工会青年部（橋本竜部長、部員 23 人）と六ヶ所
村商工会女性部（沼辺しげ子部長、部員 26 人）は 6 月 16 日、
サークル K 尾駮店前から商工会までの道路沿いと尾駮沼周辺
のごみ拾いを行いました。
　ごみ拾いには青年部と女性部合わせて 25 人が参加し、村商
工会職員 6 人も協力。参加者たちは雨が降る中、約２時間か
けてごみを丁寧に拾っていました。ごみの中にはプラスチック
製のごみやたばこの吸い殻なども含まれており、橋本部長は「尾
駮沼周辺にやって来る鳥たちの誤飲につながることもあるので
ごみを捨てないでほしい」と話していました。また沼辺部長は

「企業関係者などのごみ拾いの効果もあり思ったよりごみは少
なかった。来年度以降も続けていきたい」と話していました。野鳥観察公園でごみを拾う参加者たち

自然の恵みを体感
倉内小全校児童が地引き網体験

　倉内小学校（木村文則校長、児童数 36 人）の全校児童が 6
月 20 日、小川原湖で地引き網を体験し、地域の水産業への理
解を深めました。小川原湖漁業協同組合の下舌稔理事など 10
人の組合員が同事業に協力しました。
　児童たちは、組合員が朝に仕掛けた網を「そ～れ、そ～れ」
と声をかけ合いながら引っ張り、サヨリ、ウグイなど約８種類
もの魚を収獲。網にかかった 60㌢ほどの大きなコイを捕まえ
て歓声を上げていました。
　体験後、沼辺憲邦くん（１年）は「今日は父の日なので、お
父さんに魚を全部あげたい」と述べ、児童代表の相内美奈さん
は「今年は去年より魚がたくさん獲れた。これからも自然を大
切にしたい。協力してくれた皆さんに感謝します」と述べました。力を合わせて網を引く児童たち

Rokkasho Topics

還暦、古希でも生涯野球を
デーリー東北杯 50 歳野球大会

　「デーリー東北新聞社杯争奪第 11 回県南 50 歳野球大会」が
6 月 12 日・13 日・19 日の３日間にわたり、六ヶ所村と東北
町の４会場で行われました。開会式は 12 日、大石総合運動公
園第三野球場で行われ、木村秀雄大会長が「健康なくして野球
人生は語れない。還暦、古希になっても元気いっぱいに生涯野
球を楽しんでください」と選手を激励しました。
　大会には 20 チームが参加。六ヶ所村からは「六ヶ所壮球会
OB（久保勝廣代表、メンバー 20 人）」が出場。初戦で今大会
準優勝の三戸クラブと対戦しました。初回にタイムリーヒット
で１点をあげたものの、地力に勝る三戸クラブが４点を返し、
初戦敗退となりました。〈試合結果は次のとおり〉
優勝　はやて 50・Ｓ（八戸市）▽準優勝　三戸クラブ（三戸町）選手宣誓をする橋本和夫さん（六ヶ所壮球会 OB)

パフォーマンスに温かな拍手
KIS の生徒たちが合同コンサート

　京都インターナショナルスクール青森キャンパス（KIS) の生
徒たちがショークワイア、第一中学校総合文化部と合同で、6
月 17 日、コンサート「一期一会」を開催しました。
　子どもたちは、サウンド・オブ・ミュージックなど 11 曲を
振り付けを交えながら合唱。ステージ上で元気いっぱいに繰り
広げるパフォーマンスに、集まった保護者や村関係者から温か
い拍手がおくられていました。また、転校のためコンサートに
参加できなかった当初のメンバーたちの練習風景を紹介、スク
リーンを通して全メンバーが共演を果たしました。コンサート
を主催した KIS 教師の熊谷尚子さんは「メンバーの転校で調整
が大変でしたが、子どもたちが頑張ってくれたので成功させる
ことができた」と子どもたちをねぎらいました。元気いっぱいにパフォーマンスを披露した子どもたち
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伊藤夏子 さ
ん

● いとう・な つこ
六ヶ所村倉内字笹

崎（庄内）在住。六ヶ

所村社会教育委員。

青森県男女共同参

画推進員。六ヶ所

村読書愛好会事務

局。図書館ボラン

ティア・六花おはな

しの会会長。

PROFILE

　

六
ヶ
所
都
市
計
画
区
域
に
お

け
る
都
市
計
画
道
路
の
変
更
に

つ
い
て
原
案
を
作
成
し
ま
し
た

の
で
、
村
民
の
皆
さ
ま
の
縦
覧

に
供
し
ま
す
。
こ
の
原
案
に
つ

い
て
の
ご
意
見
を
聞
か
せ
て
い

た
だ
く
た
め
、
公
聴
会
を
開
催

し
ま
す
。

　

村
の
都
市
計
画
道
路
は
、
昭

和
56
年
４
月
に
計
画
決
定
さ
れ

ま
し
た
。
同
計
画
は
、
当
時
の

「
む
つ
小
川
原
開
発
基
本
計
画
」

を
も
と
に
人
口
増
や
工
業
の
進

展
に
よ
る
交
通
量
の
増
加
を
見

込
ん
で
決
定
さ
れ
ま
し
た
が
、

近
年
は
少
子
化
に
よ
る
人
口
減

や
社
会
資
本
整
備
費
の
縮
小
な

ど
都
市
計
画
道
路
を
取
り
巻
く

状
況
が
著
し
く
変
化
し
て
き
ま

し
た
。
そ
こ
で
村
は
、
青
森
県

が
全
県
的
に
行
っ
た
都
市
計
画

道
路
の
見
直
し
に
合
わ
せ
て
、

同
計
画
を
変
更
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

①
変
更
の
内
容 

 
 

●
路
線　

下
記
路
線
一
覧
表
お

よ
び
図
面
の
と
お
り	

●
縦
覧
期
間　

７
月
７
日
水
か

ら
同
月
20
日
火
ま
で
の
平
日

（
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
）

に
役
場
企
画
調
整
課
で
閲
覧
で

き
ま
す
。

②
公
聴
会 

 

●
日
時
お
よ
び
場
所　

７
月
28

日
水
午
後
４
時
～　

六
ヶ
所
村

立
中
央
公
民
館

●
公
述
人　

変
更
（
原
案
）
に

つ
い
て
、
公
聴
会
に
出
席
し
て

意
見
を
述
べ
た
い
人
は
、
７
月

７
日
水
か
ら
同
月
20
日
火
ま
で

の
平
日
（
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
）
に
、
公
述
申
出
書
に

▽
住
所
▽
氏
名
▽
年
齢
▽
職
業

▽
意
見
の
要
旨
▽
そ
の
理
由
―

を
記
載
の
上
、
企
画
調
整
課
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
様
式

は
企
画
調
整
課
に
あ
り
ま
す
。）

※
公
述
の
申
し
出
が
な
い
場
合
は
、

公
聴
会
を
と
り
や
め
ま
す
。
そ
の
場

合
は
、
役
場
掲
示
場
な
ど
で
お
知
ら

せ
す
る
ほ
か
、
当
該
公
聴
会
の
会
場

に
も
そ
の
旨
掲
示
し
ま
す
。

※
都
市
計
画
道
路
に
つ
い
て 

●
目
的　

都
市
計
画
道
路
と
は
、
都

市
の
健
全
な
発
展
と
秩
序
あ
る
整
備

を
図
る
た
め
、
都
市
計
画
法
に
基
づ

い
て
決
定
さ
れ
た
道
路

●
効
果　

都
市
に
必
要
な
道
路
の
建

設
を
円
滑
に
行
う
た
め
事
前
に
ル
ー

ト
を
示
す
と
と
も
に
、
道
路
予
定
地

内
に
お
い
て
比
較
的
容
易
に
移
転
、

除
去
で
き
る
も
の
以
外
の
建
築
制
限

を
行
う
こ
と
が
で
き
る

問
企
画
調
整
課　

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

（
内
線
３
５
７
）

六
ヶ
所
都
市
計
画
道
路
変
更
（
原
案
）
の
縦
覧
に
つ
い
て

路線番号 路線名 変更内容

① 3.5.1　尾駮地区幹線 1 号 全線廃止

② 3.5.2　尾駮地区幹線 2 号 全線廃止

③ 3.5.3　尾駮地区幹線 3 号 一部廃止

④ 3.5.5　平沼地区幹線 1 号 全線廃止

⑤ 3.5.6　平沼地区幹線 2 号 全線廃止

⑥ 3.5.7　平沼地区幹線 3 号 全線廃止

⑦ 3.5.8　倉内地区幹線 1 号 全線廃止

⑧ 3.5.9　倉内地区幹線 2 号 全線廃止

⑨ 3.5.10　倉内地区幹線 3 号 全線廃止

●都市計画道路変更（原案）路線一覧表〈村決定分〉

　

●
倉
内
地
区
変
更
（
原
案
）
図

　

●
尾
駮
地
区
変
更
（
原
案
）
図

　

●
平
沼
地
区
変
更
（
原
案
）
図
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六 ヶ 所 人 の ス タ イ ル 通 信

　
「
県
内
の
市
や
町
で
は
男
女
共
同

参
画
の
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
ま
す

が
村
で
は
ま
だ
ま
だ
で
す
。
六
ヶ
所

が
そ
の
取
り
組
み
の
先
駆
け
に
な
れ

ば
」
と
伊
藤
さ
ん
は
力
を
込
め
る
。

　

男
女
共
同
参
画
と
は
、
男
女
が
対

等
に
社
会
活
動
に
参
画
す
る
機
会
を

確
保
し
、
共
に
責
任
を
担
う
べ
き
社

会
の
構
築
を
目
指
す
取
り
組
み
。
伊

藤
さ
ん
は
県
男
女
共
同
参
画
推
進
員

と
し
て
奮
闘
中
だ
。

　
「
今
は
女
性
が
社
会
で
ど
ん
ど
ん

活
躍
し
て
い
ま
す
。
で
も
会
社
な
ど

互
い
に
思
い
や
り
持
ち
、
暮
ら
し
や
す
い
社
会
実
現
を

で
育
児
休
暇
が
取
得
し
づ
ら
い
な
ど

女
性
へ
の
理
解
が
ま
だ
ま
だ
進
ん
で

い
な
い
の
も
事
実
。
男
性
の
育
児

休
暇
取
得
も
か
な
り
少
な
い
よ
う
で

す
。
自
治
体
で
作
る
プ
ラ
ン
な
ど
の

大
き
な
目
標
よ
り
ま
ず
は
身
の
周
り

の
こ
と
が
大
事
。
家
庭
や
職
場
単
位

で
の
理
解
が
少
し
ず
つ
広
が
っ
て
欲

し
い
。
そ
れ
に
は
何
よ
り
も
お
互
い

を
思
い
や
る
こ
と
が
基
本
で
す
」。

　

自
身
の
経
験
が
、
活
動
を
後
押
し

す
る
。
山
形
県
庄
内
町
の
農
家
に
生

ま
れ
た
伊
藤
さ
ん
が
村
に
嫁
い
だ
の

は
42
年
前
。
嫁
い
で
か
ら
間
も
な
く

酪
農
を
任
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

「
ほ
と
ん
ど
経
験
が
な
い
中
で
無
我

夢
中
。
で
も
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
で
き

な
い
と
あ
き
ら
め
る
の
が
嫌
。
ダ
メ

も
と
で
い
ろ
ん
な
こ
と
に
挑
戦
し
た

い
方
だ
っ
た
の
で
」
と
伊
藤
さ
ん
は

屈
託
な
く
笑
う
。
そ
し
て
、
10
年
に

わ
た
っ
た
義
母
の
介
護
の
経
験
を
交

え
る
。「
亡
く
な
る
ま
で
家
で
介
護

し
、
最
後
は
夫
と
二
人
で
看
取
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
夫
も
子
ど
も
も

協
力
し
て
く
れ
た
の
で
辛
い
と
か
大

変
だ
と
思
う
こ
と
が
な
か
っ
た
で
す

ね
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
習
い
事
な
ど

で
外
に
出
る
の
が
好
き
な
人
だ
っ
た

の
で
理
解
を
示
し
て
く
れ
ま
し
た
し

…
。
介
護
の
間
も
研
修
会
や
各
種
視

察
な
ど
い
ろ
ん
な
経
験
を
さ
せ
て
も

ら
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
今
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
」。

　

家
で
も
仕
事
で
も
、
男
、
女
と
い

う
く
く
り
で
は
な
く
、
そ
の
人
の
適

性
に
合
っ
た
役
割
分
担
が
必
要
、
と

伊
藤
さ
ん
は
言
う
。「
視
点
が
多
い

ほ
ど
、仕
事
に
ふ
く
ら
み
が
出
ま
す
。

役
場
や
企
業
な
ど
で
も
女
性
管
理
職

が
も
っ
と
増
え
れ
ば
い
い
で
す
ね
」。

　

同
委
員
の
ほ
か
村
読
書
愛
好
会
事

務
局
、
村
社
会
教
育
委
員
な
ど
活
動
は

多
彩
。
こ
の
４
月
に
は
、
図
書
館
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
「
六ろ

っ
か花

お
は
な
し
の
会
」
を

仲
間
と
共
に
発
足
さ
せ
、
小
学
校
の
放

課
後
教
室
な
ど
で
読
み
聞
か
せ
を
行
っ

て
い
る
。「
村
の
歴
史
な
ど
を
紙
芝
居

で
教
え
た
い
。
わ
ら
べ
歌
や
ク
イ
ズ
な

ん
か
も
取
り
入
れ
て
、
世
代
間
交
流
の

よ
う
な
雰
囲
気
で
や
り
た
い
」。

　

ふ
と
、
表
情
が
や
わ
ら
い
だ
。

「女性も視野をどんどん広げて」
自身の経験生かし、男女共同参画推進員として奮闘中

伊藤さんは世界女性会議
（14 年前：北京〈資料下〉）

や国際女性技術者・科学者
会議（11 年前：千葉県〈資
料上〉）に出席。視野を広
げる貴重な経験になったと
話す



8Rokkasho●2010-79 Rokkasho●2010-7

　国際交流 International Exchange

国
際
交
流

交
番
だ
よ
り

健
康

医
療

こんにちは♪
ダニエルです

インタビュアー・ダニエルが
村在住外国人の声を皆さんに
お届けします。

「日本での生活はとても穏やかです」
ジュゼッペさん・ライラさん夫妻にインタビュー

　

Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
関
係
研
究
者
の

ジ
ュ
セ
ッ
ペ
さ
ん
は
、
昨
年

の
12
月
に
奥
さ
ん
の
ラ
イ
ラ

さ
ん
と
来
村
し
ま
し
た
。
ジ

ュ
セ
ッ
ペ
さ
ん
は
イ
タ
リ
ア

人
。
ラ
イ
ラ
さ
ん
は
フ
ィ
リ

ピ
ン
生
ま
れ
で
イ
タ
リ
ア
国

籍
を
持
っ
て
い
ま
す
。
ジ
ュ

セ
ッ
ペ
さ
ん
は
仕
事
で
こ
れ

ま
で
ア
フ
リ
カ
、
中
東
、
ア

メ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
10

カ
国
以
上
に
住
ん
で
い
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
が
、
日
本
は

初
め
て
だ
そ
う
で
す
。

ま
せ
ん
が
、
い
つ
も
風
が
本

当
に
強
い
と
こ
ろ
な
の
で
困

っ
て
い
ま
す
。

　
　

日
本
人
と
よ
く
交
流
し

　
　

て
い
ま
す
か

ジ
ュ
ゼ
ッ
ペ
：
日
本
人
の
友

達
が
い
て
、
た
ま
に
一
緒
に

食
事
を
し
た
り
し
ま
す
。
寿

司
の
作
り
方
を
教
え
て
も
ら

っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ラ
イ
ラ
：
こ
の
間
日
本
人
の

友
達
と
山
菜
を
取
り
に
行
き

ま
し
た
。
と
て
も
楽
し
か
っ

た
で
す
。

　
　

こ
れ
か
ら
日
本
で
し
た

　
　

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
か

ジ
ュ
ゼ
ッ
ペ
：
京
都
、
沖
縄

な
ど
日
本
の
い
ろ
い
ろ
な
所

に
行
っ
て
み
た
い
で
す
。

ラ
イ
ラ
：
北
海
道
も
旅
行
し

た
い
で
す
ね
。

　

４
月
か
ら
大
韓
民
国
の
ヤ

ン
ヤ
ン
郡
に
派
遣
さ
れ
て
い

る
高
田
勇
貴
で
す
。
こ
れ
か

ら
毎
号
、
こ
こ
で
の
生
活
で

感
じ
た
こ
と
を
紹
介
し
ま
す
。

　

漢
字
で
は
襄
陽
郡
と
表
記

し
ま
す
が
、「
郡
」
と
い
っ

　
　

さ
ま
ざ
ま
な
国
で
の
生

　
　

活
経
験
が
あ
る
よ
う
で

　
　

す
が
、
日
本
で
の
生
活

　
　

は
ど
う
で
す
か

ジ
ュ
ゼ
ッ
ペ
：
日
本
で
の
生

活
は
と
て
も
穏
や
か
。
日
本

人
は
と
て
も
落
ち
着
い
て
い

ま
す
。
そ
れ
に
対
し
て
イ
タ

リ
ア
人
は
い
つ
も
大
声
で
話

す
の
で
う
る
さ
い
で
す
。
わ

た
し
も
日
本
に
来
て
か
ら
ち

ょ
っ
と
落
ち
着
き
ま
し
た
。

ラ
イ
ラ
：
日
本
は
と
て
も
安

全
。
日
本
人
は
信
頼
で
き
る

の
で
家
の
鍵
を
か
け
な
く
て

も
い
い
く
ら
い
で
す
。
ど
こ

に
行
っ
て
も
、
い
つ
も
皆
さ

ん
親
切
に
挨
拶
を
し
て
く
れ

ま
す
。
わ
た
し
は
日
本
が
一

番
住
み
や
す
い
で
す
。

　
　

こ
こ
に
来
て
困
っ
た
こ

　
　

と
が
あ
り
ま
す
か

ジ
ュ
ゼ
ッ
ペ
：
一
番
大
き
な

問
題
は
言
語
の
壁
で
す
ね
。

職
場
で
た
ま
に
言
葉
が
全
然

通
じ
な
く
て
、
困
っ
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
も

っ
と
日
本
語
を
勉
強
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
わ
た
し
は
３

年
間
い
る
つ
も
り
で
す
が
、

帰
る
ま
で
に
漢
字
を
５
０
０

字
ぐ
ら
い
覚
え
た
い
で
す
。

ラ
イ
ラ
：
問
題
は
全
然
あ
り

て
も
日
本
で
言
う
「
郡
」
と

は
違
い
、
日
本
で
言
う
な
ら

「
町
・
村
」
と
い
っ
た
と
こ

ろ
で
す
。
人
口
は
５
月
31
日

時
点
で
２
７
，
８
９
２
人
、

面
積
６
２
９
・
32
平
方
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
で
、
青
森
県
内
の

市
町
村
で
例
え
れ
ば
、
人
口

は
お
い
ら
せ
町
、
面
積
は
十

和
田
市
く
ら
い
の
規
模
で

す
。

　

衣
食
住
の
違
い
に
驚
く
事

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、

初
め
に
驚
い
た
の
は
、
自
動

車
に
関
す
る
違
い
で
す
。

　

ヤ
ン
ヤ
ン
郡
庁
舎
の
近
く

の
飲
食
店
で
は
、
駐
車
場
が

少
な
い
の
で
み
ん
な
路
上
駐

車
。
建
物
や
車
と
の
距
離
が

非
常
に
狭
い
間
隔
で
停
め
ま

す
。
ま
た
、
ア
パ
ー
ト
や
住

宅
街
の
駐
車
場
も
少
な
く
、

道
路
に
駐
車
す
る
の
が
一
般

的
。
郡
庁
付
近
の
中
心
街
で

は
い
た
る
所
に
車
が
駐
車
し

て
い
ま
す
。

　

一
般
道
路
や
高
速
道
路
で

の
車
の
流
れ
も
、
日
本
と
比

較
し
て
速
く
感
じ
ま
し
た
。

　

出
張
や
所
用
の
時
に
車
で

目
的
地
に
連
れ
て
行
っ
て
く

れ
る
方
に
、「
今
日
は
（
時

速
）
60	

㎞
で
走
っ
て
ま
す

ね
？
」
と
聞
い
た
と
こ
ろ
、

「
い
や
ぁ
高
田
さ
ん
が
怖
が

る
か
と
思
っ
て
。あ
は
は
は
」

と
笑
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
。

　

わ
た
し
か
ら
見
て
、
男
性

も
女
性
も
、
全
体
の
傾
向
と

し
て
ヤ
ン
ヤ
ン
郡
の
人
た
ち

は
走
行
、
停
車
、
駐
車
と
い

っ
た
運
転
技
術
が
高
い
と
感

じ
て
い
ま
す
。
六
ヶ
所
村
で

も
、
自
動
車
は
生
活
に
必
要

な
手
段
。
こ
こ
ヤ
ン
ヤ
ン
で

は
よ
り
深
く
人
々
の
暮
ら
し

に
根
付
い
た
生
活
手
段
な
ん

だ
な
と
、体
感
し
て
い
ま
す
。

　

わ
た
し
は
自
動
車
の
運
転

が
得
意
で
は
な
い
の
で
、
ヤ

ン
ヤ
ン
郡
で
自
動
車
を
運
転

す
る
に
は
敷
居
が
高
過
ぎ
る

な
ぁ
と
感
じ
る
今
日
こ
の
ご

ろ
で
す
。

ダダ

ダ

ジュゼッペさん（左）とライラさん（右）

ダ

　

六
ヶ
所
村
と
共
に

村
に
赴
任
し
て
１
年
が
経
ち
ま
し
た

医療Medical

　

早
い
も
の
で
、
六
ヶ
所
村

に
赴
任
し
２
年
目
と
な
り
ま

す
。
地
域
の
方
々
の
温
か
い

ま
な
ざ
し
の
中
、一
年
が
あ
っ

と
い
う
間
に
す
ぎ
ま
し
た
。

　

今
年
か
ら
は
、ニ
ュ
ー
フ
ェ

イ
ス
の
小
林
先
生
も
加
わ
り

な
お
い
っ
そ
う
努
力
し
て
い

き
た
い
と
思
う
今
日
こ
の
ご

ろ
で
す
。

　

本
年
度
か
ら
入
院
も
再
開

す
る
こ
と
が
で
き
、
最
初
は

と
ま
ど
い
も
あ
り
ま
す
が
不

安
を
お
か
け
し
て
い
た
地
域

の
皆
さ
ま
に
少
し
で
も
安
心

し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
と
期

待
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
先
日
久
々
に
サ
イ

ク
リ
ン
グ
で
村
内
を
回
っ
て

み
ま
し
た
。
ゆ
っ
く
り
１
時

間
（
消
費
カ
ロ
リ
ー
に
し
て

１
５
０
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
程
度

で
し
ょ
う
か
…
）
青
々
と
し

た
草
原
や
優
し
い
日
差
し
。

　

ま
っ
た
く
飽
き
る
こ
と
な

く
、
自
転
車
を
こ
ぎ
続
け
ま

し
た
。
海
、
高
原
、
川
全
て

が
優
し
く
語
り
か
け
て
く
る

よ
う
で
し
た
。
今
年

も
頑
張
ろ
う
と
心
に

決
め
ま
し
た
。

　

や
は
り
、
自
転
車

は
い
い
で
す
ね
、
皆

さ
ん
も
自
転
車
は
じ

め
ま
せ
ん
か
。

尾駮診療所　内科医長

大谷 啓介

■
「
後
期
高
齢
者
医
療
被
保

険
者
証
」
の
変
更

　

平
成
21
年
中
の
所
得
状
況

に
よ
り
負
担
割
合
が
変
更
に

な
る
人
に
は
、
８
月
か
ら
使

用
す
る
新
し
い
被
保
険
者
証

を
７
月
中
に
郵
送
し
ま
す
。

※
従
前
使
用
し
て
い
た
被
保
険
者

証
は
、
役
場
健
康
課
ま
た
は
各
支

所
ま
で
必
ず
返
却
し
て
く
だ
さ
い

■
後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額

適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証

　

こ
の
認
定
証
を
医
療
機
関

の
窓
口
に
提
示
す
る
こ
と
で
、

入
院
時
の
自
己
負
担
限
度
額

と
食
事
代
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

〈
交
付
を
受
け
ら
れ
る
人
〉

住
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す

る
人
（
①
低
所
得
区
分
Ⅰ
お

よ
び
②
低
所
得
区
分
Ⅱ
）は
、

申
請
に
よ
り
認
定
証
の
交
付

を
受
け
ら
れ
ま
す
。

①
低
所
得
区
分
Ⅰ
に
該
当
す
る
人

　

世
帯
員
全
員
が
住
民
税
非

課
税
の
人
の
う
ち
、
世
帯
全

員
の
各
所
得
金
額
が
す
べ
て

０
円
の
人
（
公
的
年
金
の
場

合
は
80
万
円
以
下
）
お
よ
び

老
齢
福
祉
年
金
受
給
者

②
低
所
得
区
分
Ⅱ
に
該
当
す
る
人

世
帯
員
全
員
が
住
民
税
非
課
税

〈
申
請
に
必
要
な
も
の
〉

印
鑑
、
被
保
険
者
証

〈
申
請
場
所
〉

健
康
課
ま
た
は
泊
・
平
沼
支
所

〈
す
で
に
交
付
を
受
け
て
い
る
人
〉

　

現
在
使
っ
て
い
る
後
期
高

齢
者
医
療
限
度
額
適
用
・
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
の
有
効
期

限
は
22
年
７
月
31
日
で
す
。

　

す
で
に
認
定
証
の
交
付
を

受
け
て
い
る
人
で
、
前
年
の

所
得
状
況
な
ど
に
よ
り
引
き

続
き
低
所
得
Ⅰ
・
Ⅱ
と
判
定

さ
れ
た
人
に
は
、
７
月
中
に

新
し
い
認
定
証
が
交
付
さ
れ

ま
す
の
で
更
新
手
続
き
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
従
前
使
用
し
て
い
た
限
度
額

適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

は
、
役
場
健
康
課
ま
た
は
各
支
所

ま
で
必
ず
返
却
し
て
く
だ
さ
い

■
保
険
料
の
減
免

　

天
災
そ
の
他
特
別
の
事
情

な
ど
で
保
険
料
の
納
付
が
著

し
く
困
難
に
な
っ
た
場
合
は
、

申
請
に
よ
り
保
険
料
の
減
免

を
受
け
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
早
め
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

問○健康課　☎ 0175（72）2111　内線 143
　 ○青森県後期高齢者医療広域連合　☎ 017（721）3821

適用区分
窓口での
自己負担

割合

自己負担限度額
入院時の

１食当たり
の食事代

外来
（個人単

位 / 月）

外来
（世帯単位 /

月）

①現役並み
　所得者 ３割 44,400 円

80,100 円 ＋
（ 医 療 費 ―

267,000 円
× 1％（＊ 1）

260 円

②一般

１割

12,000 円 44,400 円

③低所得Ⅱ
8,000 円

24,600 円

210 円（過去１
年の入院期間
が 90 日以下）

210 円（過去１
年の入院期間
が 90 日超え）

④低所得Ⅰ 15,000 円 100 円

■高額療養費の自己負担額および食事療養標準負担額

＊１　過去 1 年間で 4 回目以降は 44,400 円になります

後期高齢者加入の皆さまへお知らせ

イ・ジンホ郡守（左）から辞令を交付されま
した（4月 13 日ヤンヤン郡庁で）

国
際
交
流

交
番
だ
よ
り

健
康

医
療

３年前にサイクリングで行った諏訪湖。
30 キロ走って気分爽快！最高の景色！
だから自転車はやめられません

村
派
遣
職
員
が
ヤ
ン
ヤ
ン
郡

で
の
暮
ら
し
を
紹
介
し
ま
す

今
日
も
襄
陽
日
和
で
す
。
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健康 Health

国
際
交
流

交
番
だ
よ
り

健
康

医
療

交番だよりSafety Information

国
際
交
流

交
番
だ
よ
り

健
康

医
療

今月の歯ッピーエンゼルたち
5 月 25 日の３歳児健診で虫歯のなかった子どもたちです

腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
食
中
毒
の

特
徴　

■
感
染
源　
海
で
取
れ
る
生
の

魚
、
貝
、
イ
カ
な
ど
の
魚
介
類

■
増
殖
の
様
子　

室
内
放
置

な
ど
不
衛
生
な
取
り
扱
い
で

ほ
か
の
菌
の
倍
以
上
の
ス

ピ
ー
ド
で
増
殖
す
る

■
潜
伏
期
間　

平
均
12
時
間

■
症
状　

激
し
い
腹
痛
、下
痢
、

吐
き
気
、
嘔
吐
、
発
熱
な
ど

食
中
毒
を
起
こ
し
た
と
き
の

応
急
対
応

○
全
身
を
毛
布
な
ど
で
く
る

ん
で
あ
た
た
か
く
す
る

○
大
量
の
水
を
飲
ま
せ
、
胃

の
中
身
を
吐
か
せ
る

○
食
べ
残
し
た
も
の
や
吐
い

た
も
の
を
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
保

存
し
、
医
者
に
見
せ
ら
れ
る

よ
う
に
す
る

○
嘔
吐
後
は
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ

ン
ク
や
番
茶
を
何
回
か
に
分
け

て
飲
ま
せ
、
水
分
を
補
給
す
る

予
防
の
ポ
イ
ン
ト

■
食
品
の
購
入　

魚
介
類
は

最
後
に
買
い
、
寄
り
道
せ
ず
帰

宅
す
る
。
氷
を
い
れ
る
な
ど
食

品
を
冷
や
す
よ
う
に
す
る

■
家
庭
で
の
保
存　

魚
介
類

食中毒に気をつけて
夏は食中毒が多発する季節。特に腸炎ビブリオによる食中毒は７～８月にかけて猛威をふるいます

を
持
ち
帰
っ
た
ら
直
ぐ
に
冷

蔵
庫･

冷
凍
庫
に
入
れ
る
。

密
閉
容
器
で
保
存
す
る

■
調
理　

魚
介
類
は
流
水
で

十
分
に
洗
う
。
で
き
る
だ
け

魚
専
用
の
包
丁
、
ま
な
板
を

使
用
し
、調
理
後
は
洗
浄
後
、

熱
湯
消
毒
す
る

■
食
事　

刺
身
や
寿
司
な
ど

は
２
時
間
以
内
に
食
べ
る
。

刺
身
な
ど
は
絶
対
に
持
ち
帰

ら
な
い

　

青
森
県
は
、
肝
炎
治
療
に

係
る
医
療
費
を
助
成
し
て

い
ま
す
。
本
年
度
か
ら
は

自
己
負
担
限
度
額
が
原
則

１
万
円
（
上
位
所
得
者
２
万

円
）
と
な
り
、
一
定
条
件
を

満
た
し
た
人
へ
２
回
目
の
イ

ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
治
療
助
成

を
開
始
す
る
な
ど
、
よ
り
使

い
や
す
い
制
度
と
な
り
ま
し

た
。
詳
細
は
県
庁
・
保
健
衛

生
課
（
℡
０
１
７
―
７
３
４

―
９
２
８
４
）
ま
た
は
、
上

十
三
保
健
所
（
℡
０
１
７
６

肝
炎
治
療
に
係
る
医

療
費
助
成
制
度
の
お

知
ら
せ

玉内 花奏ちゃん 菅原 幸希くんLE・TONQUEZE・
LORIS くん

瀬川 愛来くん 藤ヶ森 聡汰くん山本 鈴音ちゃん佐藤 大悟くん

　　　不妊治療費助成・不妊相談のお知らせ

　六ヶ所村は体外受精などに要する費用の一部を助成し、
経済的負担が軽減できるよう支援しています。所得制限な
どがありますので、詳しくは村健康課へ問い合わせてくだ
さい。
■対象　六ヶ所村に住所を有する子どものいない夫婦で、
青森県特定不妊治療費助成の対象になる人
■助成額　１回の治療につき 15 万円 ( 治療費から県や保険
給付などによる支給額を控除した額を上限とする。) までを
年２回、通算５年間
■申請・問い合わせ先　健康課　℡ 0175（72）2794

　青森県は不妊に悩む夫婦を対象に、専門の医師による相談
を実施しています。
■内容　不妊症の検査・治療の相談、最新の不妊治療法の紹介
■日時　金曜日 ( 第１金曜日を除く）午後２時～４時（１組 40
分、予約制 )
■場所　弘前大学医学部附属病院産婦人科
■費用　無料
■問い合わせ先　上十三保健所　℡０１７６（23）４２６１

（
23
）
４
２
６
１
）
に
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。　

■
受
付
時
間　

月
～
金
午
前

８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

①
対
象　

申
請
書
類
を
提
出

し
、
医
師
の
診
断
書
を
基
に

し
た
審
査
に
よ
っ
て
認
定
さ

れ
た
人

②
対
象
と
な
る
医
療　

Ｂ
型

お
よ
び
Ｃ
型
ウ
イ
ル
ス
の
除

去
を
目
的
に
行
う
イ
ン
タ
ー

フ
ェ
ロ
ン
治
療
や
Ｂ
型
ウ
イ

ル
ス
性
肝
炎
に
対
し
て
行
わ

れ
る
核
酸
ア
ナ
ロ
グ
製
剤
治

療
で
、
保
険
適
用
と
な
る
医
療

③
認
定
の
手
続
き　

最
寄
り

の
県
の
保
健
所
（
上
十
三
保

健
所
）
で
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。
申
請
書
お
よ
び
診
断
書

の
用
紙
は
、
保
健
所
な
ど
で

配
布
し
て
い
ま
す
。
郵
送
を

希
望
す
る
人
は
、
県
庁
保
健

衛
生
課
へ
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い

よい歯で
歯ッピー

　

青
森
県
人
事
委
員
会
お
よ

び
青
森
県
警
察
本
部
で
は
、

警
察
官
Ｂ
の
採
用
試
験
を
行

い
ま
す
。
採
用
予
定
人
員
、

受
験
資
格
な
ど
は
次
の
と
お

り
で
す
。　

■
受
付
期
間　

８
月
９
日
月

～	

９
月
３
日
金

■
第
一
次
試
験　

９
月
26
日
日

■
試
験
場
所　

青
森
市
、
八

戸
市
、
弘
前
市

■
試
験
種
別　

警
察
官
Ｂ

（
男
・
女
）

■
採
用
予
定
人
員　

未
定

■
受
験
資
格　

昭
和
53
年
４

月
２
日
か
ら
平
成
５
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
。

た
だ
し
、
大
学
を
卒
業
し
た

人
お
よ
び
平
成
23
年
３
月
31

日
ま
で
に
大
学
卒
業
見
込
み

の
人
を
除
く

　

な
お
、警
察
官
Ｂ
（
男
性
）

だ
け
、
警
視
庁
、
埼
玉
県
、

千
葉
県
、
神
奈
川
県
お
よ
び

静
岡
県
の
警
察
官
を
志
望
す

る
人
も
同
時
に
受
験
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
（
受
験
資
格

は
志
望
す
る
都
県
に
よ
っ
て

異
な
る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

都
県
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。）。

　

ま
た
、
受
験
資
格
な
ど
は

変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
詳
細
は
そ
れ
ぞ
れ

の
試
験
案
内
で
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

■
受
験
手
続
き
、
そ
の
他
の

問
い
合
わ
せ
先

青
森
県
警
察
本
部
警
務
課
採
用
係

℡
０
１
７
（
７
２
３
）
４
２
１
１

（
内
線 

２
６
６
２
～
２
６
６
６
）

ま
た
は
県
内
各
警
察
署

　

子
ど
も
た
ち
は
夏
休
み
と

い
う
開
放
感
や
ち
ょ
っ
と
し

た
気
の
ゆ
る
み
、
ま
た
宵
宮

や
祭
り
な
ど
で
夜
間
出
か
け

る
機
会
が
増
え
る
こ
と
か
ら
、

生
活
の
リ
ズ
ム
も
乱
れ
が
ち

に
な
り
ま
す
。
深
夜
徘
徊
・
無

断
外
泊
・
飲
酒
・
喫
煙
等
の
不

良
行
為
に
走
っ
た
り
、
万
引

き
や
自
転
車
盗
な
ど
の
犯
罪

を
犯
し
た
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
利
用
し
た
出
会
い
系
サ

イ
ト
な
ど
を
介
し
て
、
様
々
な

犯
罪
の
被
害
者
と
な
る
危
険

性
が
あ
り
ま
す
。

「
ケ
ー
タ
イ
」
に
潜
む
ワ
ナ

①
出
会
い
系
サ
イ
ト
へ
の
援

助
交
際
を
誘
引
す
る
書
き
込

み
な
ど

②
送
っ
た
写
真
が
元
で
脅
迫

な
ど
の
被
害
に

③
学
校
裏
サ
イ
ト
や
掲
示
板

へ
の
書
き
込
み
に
よ
る
い
じ

め
や
誹
謗
中
傷

④
不
当
な
料
金
請
求
あ
る
い

は
高
額
な
利
用
料
金
の
請
求

⑤
ケ
ー
タ
イ
依
存
症

　

少
年
問
題
に
関
す
る
ご
相

談
は
少
年
問
題
に
関
す
る
ご

相
談
は

■
ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン

℡
０
１
２
０
（
58
）
７
８
６
７

（
警
察
本
部
少
年
課
）
※
受

付
は
、
土
日
・
祝
日
・
年
末

年
始
を
除
く
午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時

■
ヤ
ン
グ
メ
ー
ル

youngm
ail-587867@

extra.ocn.ne.jp
※
受
付
は
24
時
間
、回
答
は
、

土
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
を

除
く
２
～
３
日
後

■
少
年
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ピ
ア
・
ナ
ビ
）

http://w
w

w
.police.pref.

ao
m

o
ri.jp

/seian
b

u
/

syo
u

n
en

/p
eern

avi/

index.htm

　

な
お
、
夜
間
・
休
日
な
ど

で
お
急
ぎ
の
人
は
、
最
寄
り

の
警
察
署
ま
た
は
警
察
安
全

相
談
窓
口
（
＃
９
１
１
０
）

へ
。

　

７
月
を
迎
え
、
暑
さ
が
だ

ん
だ
ん
増
し
て
き
ま
し
た
。

楽
し
い
は
ず
の
夏
場
の
レ

ジ
ャ
ー
も
毎
年
、
海
や
川
な

ど
の
事
故
で
多
く
の
尊
い
命

が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。
昨
年

７
・
８
月
に
は
、
10
件
10

人
の
水
難
事
故
が
発
生

し
、
６
人
が
亡
く
な
っ

て
い
ま
す
。

遊
泳
中
の
事
故
を
防
止

す
る
た
め
の
注
意
点

〇
遊
泳
禁
止
の
立
て
看

板
が
あ
る
場
所
や
岩
場
、

潮
の
流
れ
の
速
い
場
所

で
絶
対
に
泳
が
な
い

○
保
護
者
は
、
水
遊
び

を
し
て
い
る
子
供
か
ら

目
を
離
さ
な
い

○
風
の
強
い
日
や
波
の

高
い
日
は
泳
が
な
い

〇
自
分
の
泳
ぎ
を
過
信
し

求む！君の勇気と正義感
警察官Ｂ（短大・高校卒など）を募集します

夏
の
水
難
事
故
を

防
止
し
よ
う

② 5 月末の村の物件事故発生状況
平成 22 年 21 年

前年比
5 月中 累計 累計

12 117 94 ＋ 23

① 5 月末の村の人身事故発生状況
平成 22 年 21 年 前年比5 月中 累計 累計

発
生

死
者

傷
者

発
生

死
者

傷
者

発
生

死
者

傷
者

発
生

死
者

傷
者

1 0 1 6 0 8 13 0 18 -7 0 -10

毎月６日は、六ヶ所村民交通安全の日
死亡事故ゼロ 3,483 日達成！（5 月 31 日現在）

な
い

〇
飲
酒
後
の
遊
泳
は
絶
対
に

し
な
い

〇
泳
ぐ
前
に
は
必
ず
準
備
運

動
を
す
る	

水
上
オ
ー
ト
バ
イ
を

運
転
す
る
皆
さ
ん
へ

　

水
上
オ
ー
ト
バ
イ
で
の
海

水
浴
場
へ
の
乗
り
入
れ
遊
泳

者
へ
の
接
近
は
、
衝
突
事
故

の
危
険
が
あ
る
の
で
絶
対
に

や
め
ま
し
ょ
う
。
水
上
オ
ー

ト
バ
イ
は
小
型
船
舶
操
縦
士

の
免
許
が
必
要
で
す
。

夏
休
み
中
の
少
年
の

非
行
や
犯
罪
被
害
を

防
止
し
よ
う
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「
第
33
回
上
北
郡
総
合
体
育
大

会
」が
６
月
５
日
、６
日
の
両
日
、

六
戸
町
を
主
会
場
に
開
か
れ
ま

し
た
。
大
会
に
は
上
北
郡
内
の

７
町
村
が
参
加
、
六
ヶ
所
村
か

ら
は
13
種
目
に
約
２
２
０
人
の

選
手
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
雲
ひ
と
つ
な
い
青
空

が
広
が
る
競
技
日
和
。
村
選
手

団
は
三
連
覇
と
な
っ
た
陸
上
競

技
や
２
大
会
ぶ
り
に
優
勝
し
た

卓
球
女
子
を
は
じ
め
、
多
く
の

種
目
で
好
成
績
を
挙
げ
ま
し

た
。

　

総
合
順
位
こ
そ
４
位
と
ふ
る

わ
な
か
っ
た
も
の
の
、
７
月
25

日
に
行
わ
れ
る
「
北
奥
羽
総
合

体
育
大
会
」
に
陸
上
競
技
上
位

入
賞
者
と
卓
球
女
子
、
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
競
技
が
上
北
郡
代
表
と

し
て
出
場
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
皆
さ
ん
の
応
援
を
お
願

い
し
ま
す
。〈
種
目
別
の
成
績

は
左
表
の
と
お
り
〉

　

本
年
４
月
、
国
民
読
書
年
を

機
に
、
図
書
館
の
読
み
聞
か
せ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
個
々
に

活
動
し
て
い
た
メ
ン
バ
ー
が
新

メ
ン
バ
ー
と
共
に
「
六
花
お
は

な
し
の
会
（
伊
藤
夏
子
会
長
、

会
員
10
人
）」
を
発
足
さ
せ
ま

し
た
。
同
会
は
現
在
、
村
内
５

カ
所
の
放
課
後
教
室
で
毎
月
１

回
ず
つ
、
１
・
２
年
生
の
児
童

を
対
象
に
お
は
な
し
会
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
を
孫
の
よ
う
に

見
守
る
温
か
な
目
線
で
、
読
み

聞
か
せ
以
外
に
「
ク
イ
ズ
」
や

「
わ
ら
べ
歌
」
を
取
り
入
れ
た

世
代
間
交
流
の
よ
う
な
雰
囲
気

を
重
視
し
た
お
は
な
し
会
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
会
員

相
互
で
学
び
合
い
な
が
ら
、
活

動
の
機
会
を
増
や
し
て
い
き
た

い
と
意
気
込
ん
で
い
ま
す
。

　

読
み
聞
か
せ
に
興
味
が
あ
る

新
た
な
メ
ン
バ
ー
も
募
集
し
て

い
ま
す
。

問
六
ヶ
所
村
民
図
書
館　

☎
０
１
７
５
（
72
）
３
４
０
５

　

泊
地
区
の
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
の
図
書
室
で
月
１
回
移
動
図

書
館
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

村
民
図
書
館
か
ら
児
童
用
絵

本
、
新
刊
本
、
話
題
本
な
ど

１
５
０
冊
を
用
意
。
初
め
て
の

利
用
で
も
、
そ
の
場
で
カ
ー
ド

を
発
行
し
ま
す
の
で
、
す
ぐ
借

り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

当
面
は
月
１
回
で
す
が
、
利

用
状
況
を
見
て
、
回
数
を
増
や

し
て
い
く
予
定
で
す
。

■
開
設
日
時　

７
月
28
日
水　

午
後
２
時
～
４
時

問
六
ヶ
所
村
民
図
書
館　

☎
０
１
７
５
（
72
）
３
４
０
５

●
住
宅
防
音
事
業
の
工
事
内
容

が
変
更
に
な
り
ま
す

　

本
年
６
月
か
ら
実
施
す
る
住

宅
防
音
事
業
（
機
能
復
旧
工
事

を
含
む
）
の
工
事
内
容
が
、
次

の
と
お
り
変
更
と
な
り
ま
す
。

①
外
郭
防
音
工
事
の
拡
大

　

従
来
85
Ｗ
（
Ｗ
Ｅ
Ｃ
Ｐ
Ｎ
Ｌ
）

以
上
の
区
域
を
対
象
と
し
て
い

た
も
の
を
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
の
集
合
住
宅
に
限
り
75
Ｗ
以

上
の
区
域
ま
で
対
象
に
し
ま
す
。

②
硬
質
ポ
リ
塩
化
ビ
ニ
ル
製
建

具
（
以
下
「
樹
脂
製
防
音
サ
ッ

シ
」
と
い
う
。）
の
採
用

　

寒
冷
地
に
お
け
る
防
音
工
事

施
工
室
の
結
露
を
緩
和
す
る
た

め
、
住
宅
防
音
工
事
お
よ
び
防

音
建
具
機
能
復
旧
工
事
で
は
、

樹
脂
製
防
音
サ
ッ
シ
も
設
置
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
防
火
性
能
の
関
係
か

ら
、
防
火
・
準
防
火
地
域
内
に

設
置
で
き
る
樹
脂
製
防
音
サ
ッ

シ
は
な
い
こ
と
か
ら
、
同
区
域

の
住
宅
に
つ
い
て
は
、
従
来
ど

お
り
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
合
金
製
気

密
建
具
の
設
置
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、樹
脂
製
防
音
サ
ッ
シ
は
、

品
種
・
開
口
寸
法
が
限
定
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
工
事
施
工
に
あ

た
っ
て
は
、
設
計
事
務
所
な
ど
と

よ
く
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

③
空
気
調
和
機
器
に
お
け
る
換

気
扇
の
設
置
等
台
数
の
変
更

　

防
音
工
事
施
工
室
が
隣
接
し

て
い
る
居
室
が
、
ふ
す
ま
、
障

子
そ
の
ほ
か
随
時
開
放
す
る
こ

と
が
で
き
る
も
の
で
仕
切
ら
れ

て
い
る
場
合
に
は
２
室
で
１
台

と
な
り
ま
す
（
空
気
調
和
機
器

　5月の農業委員会定例総会が 5
月 20 日、役場分庁舎３階大会議
室にて開催され、下記案件が原案
通り議決・承認されました。
■報告第５号　農地法第 5条の規
定による転用届出について

1件 1,899㎡
■報告第６号　農地の転用事実に
関する照会書について

2件 107,277㎡
■議案第 16 号　農地法第 3条の
規定による許可申請について
　　　　　　　5件 70,834㎡

■議案第 17 号　農地法第４条の
規定による許可申請について

1件 580㎡
■議案第 18 号　農地法第５条の
規定による許可申請について

2件 928㎡
■議案第 19 号　農用地利用集積
計画（案）について

5件 40,287㎡
■議案第 20 号　買受適格証明者
の証明について

1件 5,803㎡
＊総会の傍聴・会議録の縦覧ができます。

問農業委員会　
☎ 0175(72)2111（内 271 ～ 273）

機
能
復
旧
工
事
を
含
む
）。

●
悪
質
業
者
に
ご
注
意
を

一
部
工
事
請
負
業
者
に
よ
る
悪

質
（
強
引
、
巧
妙
）
な
勧
誘
が

行
わ
れ
て
お
り
、
苦
情
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

国
が
工
事
請
負
業
者
に
勧
誘

を
依
頼
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
工
事
請
負
業
者
と
の

契
約
は
補
助
金
の
交
付
の
決
定

後
に
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、
急
い
で
工
事
請
負
業
者
を

選
ぶ
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

不
明
な
点
は
、
東
北
防
衛
局

ま
た
は
三
沢
防
衛
事
務
所
に
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
○
東
北
防
衛
局
企
画
部
防
音
対

策
課　

住
宅
防
音
第
１
～
３
係

☎
０
２
２
（
２
９
７
）
８
２
１
６

（
内
線
３
３
２
０
～
３
３
２
２
）

○
三
沢
防
衛
事
務
所
施
設
課　

施
設
第
３
・
４
係　
　
　
　

 

☎
０
１
７
６
（
53
）
３
１
１
８

　

青
森
県
は
、
差
し
押
さ
え
た

財
産
（
自
動
車
を
含
む
動
産
お
よ

び
不
動
産
）
に
つ
い
て
、
ヤ
フ
ー

株
式
会
社
が
提
供
す
る
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム

を
利
用
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公

売
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
に
自
動
車
、
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー

ト
、土
地
、携
帯
型
ゲ
ー
ム
機
（
ソ

フ
ト
付
き
）
な
ど
が
落
札
さ
れ
て

い
ま
す
。

1
公
売
の
実
施
時
期

入
札
の
実
施
時
期
の
約
１
カ
月

前
か
ら
「
県
税
・
市
町
村
税
イ

ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
」
で
確
認

農業委員会だより

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

2
参
加
に
あ
た
っ
て
の
注
意
点

①
「
青
森
県
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

公
売
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
必
ず
確

認
の
上
、
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

②
事
前
に
、Yahoo!JAPAN

	
ID

の
取
得
お
よ
び
公
売
参
加

申
し
込
み
（
公
売
の
約
１
カ
月

前
）
が
必
要
で
す
。

③
公
売
参
加
申
込
期
間
中
に
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
ま
た
は
銀

行
振
込
な
ど
に
よ
り
公
売
保
証

金
を
納
付
し
て
い
た
だ
く
必
要

が
あ
り
ま
す
（
落
札
で
き
な
か

っ
た
人
に
は
返
還
し
ま
す
）。

　

詳
し
く
は
、
県
税
・
市
町

村
税
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

（http://w
w
w
.pref.aom

ori.
lg.jp/life/tax/top.htm

l

）
を

ご
覧
に
な
る
か
、
上
北
地
域
県

民
局
県
税
部
ま
で
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

問
上
北
地
域
県
民
局
県
税
部
納
税
管
理
課

☎
０
１
７
６
（
22
）
８
１
１
１

（
内
線
２
１
１
～
２
１
４
）

■
概
要　

地
域
の
防
犯
、
交
通

安
全
及
お
よ
び
消
費
者
ト
ラ
ブ

ル
に
連
携
・
協
働
し
て
対
処
す

る
体
制
づ
く
り
に
向
け
て
、
町

内
会
な
ど
地
域
活
動
の
リ
ー
ダ

ー
な
ど
を
対
象
に
、
防
犯
・
交

通
安
全
・
消
費
生
活
に
関
す
る

総
合
的
な
研
修
を
行
い
ま
す
。

■
日
程

○
八
戸
会
場（
総
合
福
祉
会
館
）

７
月
23
日
金
【
交
通
安
全
〈
交

通
安
全
活
動
の
進
め
方
講
座（
講
義
・

演
習
）〉・
消
費
生
活
〈
寸
劇
で
楽

し
く
学
ぶ
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
撃
退
法

講
座
（
講
義
）〉

８
月
８
日
日
【
防
犯
】〈
地
域
安

全
マ
ッ
プ
作
成
指
導
者
養
成
講
座

（
講
義
・
実
習
・
演
習
）〉

○
青
森
会
場
（
青
森
県
立
保
健

大
学
）

７
月
24
日
土
【
交
通
安
全
・
消

費
生
活
】〈
内
容
は
同
じ
〉

８
月
９
日
月
【
防
犯
】〈
内
容
は

同
じ
〉

問
青
森
県
庁
環
境
生
活
部
県
民

生
活
文
化
課
交
通
・
地
域
安
全

グ
ル
ー
プ

☎
０
１
７
（
７
３
４
）
９
２
３
２

Em
ail : seikatsu@

pref.
aom

ori.lg.jp

県
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://

w
w

w
.pref.aom

ori.lg.jp/

→

く
ら
し
・
税
金
→
防
災
・
防
犯
・

交
通
安
全

■日時　10 月２日土
開場 15：00/ 開演 15：30
■会場　「スワニー」
■入場料　2,000 円　全指定席（宝
くじの助成により特別料金となって
います）
■チケット発売日　7 月 6 日火から
各プレイガイドにて一斉発売
■主催　六ヶ所村、㈶六ヶ所村文化
振興公社、青森県、㈶自治総合セン
ター
問スワニー　
☎ 0175（72）3400

泊
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

に
ミ
ニ
移
動
図
書
館
を

開
設

東
北
防
衛
局
か
ら
の
お

知
ら
せ

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

に
つ
い
て

「
六ろ
っ
か花
お
は
な
し
の
会
」

が
誕
生
・
新
メ
ン
バ
ー

も
募
集

宝くじ文化公演

東儀秀樹×古澤巌
ＴＯＵＲ２０１０

東
洋
の
雅
楽
師
・
東
儀
秀
樹

西
洋
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
奏
者
・
古
澤
巌

奇
跡
の
出
逢
い

上
北
郡
総
合
体
育
大
会

の
結
果
を
報
告
し
ま
す

地
域
活
動
リ
ー
ダ
ー
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
会
を

開
催

第 33 回上北郡総合体育大会競技成績表
競技別 優勝 ２位 ３位

総　　合 おいらせ町 七戸町 東北町
陸上競技 六ヶ所村 おいらせ町 東北町
軟式野球 七戸町 六ヶ所村 東北町・野辺地町

バレーボール
男 おいらせ町 七戸町 六ヶ所村・六戸町
女 おいらせ町 六戸町 六ヶ所村・野辺地町

バスケット
ボール

男 東北町 野辺地町 おいらせ町・横浜町
女 東北町 六ヶ所村

ソフトボール
男 東北町 六ヶ所村 おいらせ町
女 東北町 七戸町

卓球
男 野辺地町 六ヶ所村 横浜町・おいらせ町
女 六ヶ所村 おいらせ町 横浜町

家庭婦人バレーボール おいらせ町 七戸町 野辺地町・東北町
ソフトテニス 六戸町 おいらせ町 野辺地町・東北町
サッカー 七戸町 おいらせ町 六ヶ所村・東北町
バドミントン 七戸町 東北町 野辺地町・六戸町
柔道 東北町 野辺地町
剣道 七戸町 野辺地町 東北町
ゲートボール 七戸町 東北町 六ヶ所村
ボウリング 六戸町 おいらせ町 東北町
グラウンドゴルフ おいらせ町 七戸町 六戸町

 Rokkasho News and Information
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○
縄
文
キ
ャ
ン
プ

　

火
お
こ
し
や
石
器
を
使
っ
て

料
理
体
験
、
昔
な
が
ら
の
仕
掛
け

を
使
っ
て
釣
り
を
す
る
…
大
自

然
の
中
で
思
い
っ
き
り
遊
ん
で

み
よ
う
。

■
期
日　

８
月
４
日
水
～
５
日

木
１
泊
２
日

■
対
象　

村
内
小
学
校
の
４
～

６
年
生

■
定
員　

先
着
10
人

■
参
加
料　

１
０
０
０
円
（
材

料
費
・
保
険
代
な
ど
）

■
申
込
期
限　

７
月
23
日
金

■
備
考　

村
内
ど
の
地
区
で

も
、
送
迎
は
当
館
で
行
い
ま
す

○
夏
休
み
体
験
講
座

　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し

く
学
習
で
き
る
講
座
で
す
。
気

軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

■
講
座
内
容
（
所
要
時
間
・
参
加
費
）

①
編あ

ん
ぎ
ん布

作
り
（
約
２
時
間
・
無
料
）	

②
ろ
う
染
め
（
約
２
時
間
・
２
０
０
円
）

③
勾ま

が
た
ま玉
作
り
（
約
１
～
２
時
間
・

２
０
０
円
）

④
陶
芸
（
約
２
時
間
・
２
０
０
円　

＊

完
成
ま
で
約
２
週
間
）

⑤
土
器
作
り
（
約
２
時
間
・
２
０
０
円

　

＊
完
成
ま
で
約
10
日
間
）

⑥
火
お
こ
し
（
約
１
時
間
・
無
料
）	

⑦
は
ん
こ
作
り
（
約
１
～
２
時
間
・

２
０
０
円
）	

■
実
施
日　

８
月
７
日
土
、
８

日
日
、
14
日
土
、
15
日
日

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時

■
場
所　

六
ヶ
所
村
立
郷
土
館

■
募
集
人
数　

１
日
10
人
程
度

■
申
込
期
限　

各
講
座
開
催
日

の
２
日
前

■
申
込
み
先　

六
ヶ
所
村
立
郷

土
館　
　

担
当
：
高
橋
・
秋
田

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
３
０
６

Fax
０
１
７
５
（
72
）
２
３
０
７

　

青
森
県
警
察
音
楽
隊
は
音
楽

を
通
じ
て
警
察
と
県
民
の
融
和

を
図
り
、
職
員
の
情
操
教
育
、

警
察
広
報
の
効
果
的
推
進
を
目

的
に
昭
和
40
年
に
発
足
。
県
内

各
地
の
交
通
安
全
・
地
域
安
全

運
動
を
や
国
・
県
な
ど
が
主
催

す
る
公
式
行
事
な
ど
で
、
警
察

と
県
民
の
「
音
の
懸
け
橋
」
と

し
て
活
躍
し
て
き
ま
し
た
。
ぜ

ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

７
月
24
日
土

午
後
２
時
開
演

■
場
所　

文
化
交
流
プ
ラ
ザ

「
ス
ワ
ニ
ー
」

■
チ
ケ
ッ
ト

入
場
無
料
（
ス
ワ
ニ
ー
で
無
料

配
布
す
る
整
理
券
が
必
要
で
す
）

問
㈶
六
ヶ
所
村
文
化
振
興
公
社

☎
０
１
７
５
（
72
）
３
４
０
０

環
境
中
の
放
射
性
物
質
や

生
物
へ
の
放
射
線
の
影
響
に
つ

い
て
研
究
し
て
い
る
現
場
を
公

開
し
ま
す
。
研
究
施
設
の
見
学

だ
け
で
な
く
、「
理
科･

工
作

教
室
」
で
は
、
お
子
さ
ん
も
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た

基
礎
的
な
知
識
な
ど
を
説
明
す

る
「
環
境
放
射
線
学
習
会
」（
大

人
向
け
）
も
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

７
月
30
日
金

午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
場
所　

尾
駮
沼
北
側
の
本
所

と
南
東
側
の
先
端
分
子
生
物
科

学
研
究
セ
ン
タ
ー

■
内
容

○
見
学
で
き
る
研
究
施
設

①
気
象
条
件
を
変
え
て
実
験
す

る
施
設

②
外
気
を
遮
断
し
た
部
屋
で
植

物
を
栽
培
す
る
施
設

③
マ
ウ
ス
に
放
射
線
を
当
て
遺

伝
子
の
変
化
を
調
べ
る
施
設

○
理
科
・
工
作
教
室

①
土
の
中
を
見
て
み
よ
う

②
息
か
ら
食
生
活
の
和
風
洋
風

度
チ
ェ
ッ
ク

③
Ｄ
Ｎ
Ａ
（
遺
伝
子
）
を
取
り

出
し
て
見
て
み
よ
う

④
マ
ジ
カ
ル
カ
ッ
プ
作
り
な
ど

○
環
境
放
射
線
学
習
会　

本
所

内
で
午
後
２
時
か
ら
約
１
時
間

問
㈶
環
境
科
学
技
術
研
究
所

広
報
・
研
究
情
報
室

☎
０
１
７
５
（
71
）
１
２
４
０

土
曜
の
昼
下
が
り
は
サ
イ

エ
ン
ス
カ
フ
ェ
六
ヶ
所
で
茶
菓

を
手
に
、
他
県
で
は
原
子
力
を

ど
う
活
用
し
よ
う
と
し
て
い
る

か
に
耳
を
傾
け
、
お
し
ゃ
べ
り

し
ま
せ
ん
か
。
ど
な
た
も
来
場

歓
迎
で
す
。

■
プ
ロ
グ
ラ
ム

○
新
潟
県
に
お
け
る
原
子
力
を

巡
る
産
学
連
携

橋
本
哲
夫
博
士
（
新
潟
県
原
子

力
活
用
協
議
会
会
長
）

○
福
井
県
に
お
け
る
原
子
力
を
巡

る
地
域
保
健
・
医
療
の
産
学
連
携

日
下
幸
則
博
士
（
福
井
大
学
医

学
部
教
授
）

○
お
し
ゃ
べ
り
タ
イ
ム

■
日
時　

７
月
24
日
土

午
後
１
時
～
３
時

■
場
所　

六
ヶ
所
村
文
化
交
流

プ
ラ
ザ
「
ス
ワ
ニ
ー
」

六ヶ所村役場☎ 0175-72-2111（代表）　　村のホームページ　http://www.rokkasho.jp/

■
参
加
申
し
込
み　

当
日
会
場

で
（
参
加
費
無
料
）

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
放
射
線
教
育
フ

ォ
ー
ラ
ム
青
森
支
部

☎
０
８
０
（
１
２
９
２
）
８
６
４
４

○
請
求
期
限
は
、
平
成
23
年
３

月
31
日
で
す

　

先
の
大
戦
に
お
い
て
、
外
地

な
ど
（
事
変
地
の
区
域
ま
た
は

戦
地
の
区
域
）
に
派
遣
さ
れ
、

戦
時
衛
生
勤
務
に
従
事
さ
れ
た

旧
日
本
赤
十
字
社
救
護
看
護
婦

お
よ
び
旧
陸
海
軍
従
軍
看
護
婦

の
人
（
慰
労
給
付
金
受
給
者
は

除
く
）
に
対
し
て
、
そ
の
苦
労

に
報
い
る
た
め
内
閣
総
理
大
臣

名
の
書
状
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

　

本
人
ま
た
は
家
族
な
ど
か
ら

の
連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

問
総
務
省
大
臣
官
房
総
務
課
管

理
室　

業
務
担
当

☎
０
３
（
５
２
５
３
）
５
１
８
２

Fax
０
３
（
５
２
５
３
）
５
１
９
０

　

７
月
１
日
～
31
日
ま
で
、
走

行
中
の
バ
ス
車
内
で
の
事
故
を

防
止
す
る
た
め
「
車
内
事
故
防

止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し

縄
文
キ
ャ
ン
プ
参
加

者
・
夏
休
み
体
験
講
座

受
講
生
を
募
集

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
放
射
線
教
育
フ
ォ
ー
ラ

ム
青
森
支
部
第
11
回
セ
ミ
ナ
ー

「
サ
イ
エ
ン
ス
カ
フ
ェ

六
ヶ
所　

原
子
力
を
巡

る
産
学
官
の
連
携
」
を

開
催

「
安
心
・
安
全
ま
ち
づ

く
り
コ
ン
サ
ー
ト
in
六

ヶ
所
」
開
催

山
やまざき

崎　結
ゆうな

愛（輝樹）泊
頼
よりた

田　怜
れいな

和（英明）尾駮レイクタウン
小
こいずみ

泉　多
たえ

瑛（益夫）尾駮レイクタウン
米
よねや

谷倫
りんたろう

太朗（学）　　尾駮浜
木
きむら

村　夢
めいさ

咲（翔）　　六原
竹
たけむら

村裕
ゆういちろう

一郎（元気）平内町
菅
かんの

野　志
しほ

穂（勇人）尾駮レイクタウン
松
まつうら

浦　遼
りょうじ

治（隆浩）尾駮レイクタウン
松
まつうら

浦　慶
けいじ

二（隆浩）尾駮レイクタウン
長
おさない

内　大
たいしん

心（直樹）泊
濱
はまだ

田　一
いちか

花（智幸）尾駮レイクタウン
工
くどう

藤　陽
はると

斗（大輔）泊
成
なりた

田　康
こうせい

誠（厚生）尾駮レイクタウン
小
こいずみ

泉　音
ねね

々（成一朗）千歳平

六ヶ所村の人口
（5 月 31 日現在）

区分 人口 前月比
男 5,967 ＋ 1
女 5,293 ± 0
計 11,260 ＋ 1

世帯数 4,474 ＋ 2

お誕生おめでとう
（　）内は保護者名

海津　貴史（平沼）
馬場ルミ子（横浜町）
桜井　亮貴（泊）
矢部ゆかり（八戸市）
佐藤　雅哉（倉内）
滝上　侑香（田子町）
三浦　晃裕（倉内）
江刺家明美（東北町）
熊谷　真　		（宮城県）
我妻千香子（福島県）
小泉　和　		（倉内）
豊浦　麻未（香川県）

ご結婚おめでとう

お悔やみ申し上げます
附田　きぬ　90才（倉内）
高村　絹江　63才（倉内）
工藤　光雄　72才（平沼）
平浜ミドリ　93才（泊）
松尾　スゲ　98才（倉内）
村畑カメヨ　76才（泊）
木村　廉三　100 才（尾駮）
5 月届け出分。届け出時に、本誌への掲
載を希望した人だけ載せています。
問住民課　☎ 0175-72-2111（内線 116）

戸籍の窓

Information Square

か
る
借
り
入
れ
を
円
滑
に
す
る
た

め
特
別
保
証
制
度
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
地
元
中
小
企
業
者
が
利
用

し
や
す
い
制
度
と
し
て
、
き
め
細

か
な
対
応
を
し
て
い
く
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
の
で
、
大
い
に
利
用

し
て
く
だ
さ
い
。

■
特
別
保
証
制
度

○
簡
易
小
口
資
金

貸
付
金
額
：
１
，
２
５
０
万
円

保
証
期
間
：
７
年
以
内
（
据
置

期
間
：
運
転
６
カ
月
、
設
備
１

年
以
内
）

貸
付
利
率
：
年
率
３
・
６
％
以

内
（
固
定
金
利
）

○
事
業
活
性
化
資
金

貸
付
金
額
：
２
，
０
０
０
万
円

保
証
期
間
：
10
年
以
内
（
据
置

期
間
：
運
転
６
カ
月
、
設
備
１

年
以
内
）

貸
付
利
率
：
年
率
３
・
６
％
以

内
（
固
定
金
利
）

■
保
証
利
率

て
い
ま
す
。

　

走
行
中
に
席
を
離
れ
る
と
、

転
倒
な
ど
思
わ
ぬ
け
が
を
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
降
り
る
と

き
は
、
バ
ス
が
停
留
所
に
着
い

て
完
全
に
止
ま
っ
て
か
ら
席
を

立
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
バ
ス
は
安
全
運
転
に

徹
し
て
お
り
ま
す
が
、
や
む
を

得
ず
急
ブ
レ
ー
キ
を
掛
け
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
満
席
の
た
め
、

立
っ
て
利
用
す
る
場
合
は
、
吊

り
革
や
握
り
棒
に
し
っ
か
り
つ

か
ま
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

バ
ス
の
車
内
事
故
防
止
に
皆

さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

東
北
運
輸
局
青
森
支
局
・
㈳
青

森
県
バ
ス
協
会

■
対
象　

４
歳
～
中
学
生
（
小

学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

■
日
時　

７
月
23
日
金

午
前
の
部　

午
前
８
時
45
分
集
合

（
バ
ス
移
動
・
見
学
午
前
９
時

～
11
時
）

午
後
の
部    

午
後
０
時
45
分
集
合

（
バ
ス
移
動
・
見
学
午
後
１
時

～
３
時
）

■
集
合
場
所　

航
空
自
衛
隊
三

沢
基
地
正
門
前

■
内
容　

航
空
機
や
大
型
車
両

の
見
学
、
音
楽
隊
の
ミ
ニ
演
奏

会
や
ゲ
ー
ム
な
ど

■
定
員　

各
部
１
５
０
人

■
申
込
先　

航
空
自
衛
隊
三
沢

基
地

☎
０
１
７
６
（
53
）
４
１
２
１

（
内
線
３
３
１
３
）

　

村
は
、
青
森
県
信
用
保
証
協
会

と
中
小
企
業
者
の
事
業
資
金
に
か

内
閣
総
理
大
臣
名
の
書

状
を
贈
呈
し
ま
す

バ
ス
の
車
内
事
故
防
止

に
ご
協
力
を

尾
駮
の
環
境
研
に
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か

①
無
担
保
保
険
（
一
般
関
係
）、

普
通
保
険
（
一
般
関
係
）
を
利

用
の
場
合
は
、
財
務
そ
の
他
経

営
に
関
す
る
情
報
を
基
に
リ
ス

ク
計
測
モ
デ
ル
に
よ
り
算
出
さ

れ
る
評
点
に
応
じ
た
区
分
の
料

率
（
０
・
45
％
～
１
・
85
％
）

が
適
用
し
ま
す
。
た
だ
し
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は

１
・
15
％
と
な
り
ま
す
（
最
大

０
・
２
％
の
割
引
適
用
有
り
）。

・
個
人
そ
の
他
の
法
令
で
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
貸
借
対
照
表

お
よ
び
損
益
計
算
書
を
作
成
す

る
義
務
を
課
せ
ら
れ
て
い
な
い

人
で
貸
借
対
照
表
お
よ
び
損
益

計
算
書
が
な
い
人

・
事
業
開
始
後
最
初
の
事
業
年
度

の
決
算
に
お
け
る
貸
借
対
照
表
お

よ
び
損
益
計
算
書
が
な
い
人

・
同
一
の
事
業
を
営
む
複
数
の

人
で
金
融
機
関
か
ら
の
借
り
入

れ
に
係
る
連
帯
債
務
を
負
担
す

る
人

②
特
別
小
口
保
険
を
利
用
の
場

合
、
経
営
安
定
関
連
特
例
保
険

を
１
～
６
号
指
定
で
利
用
の
場

合
は
一
律
に
年
率
０
・
85
％
、

経
営
安
定
関
連
特
例
保
険
を

７
、８
号
指
定
で
利
用
の
場
合

は
一
律
に
年
率
０
・
77
％
、
創

業
等
関
連
特
例
及
び
創
業
関
連

特
例
保
険
を
利
用
の
場
合
は
一

律
に
年
率
０
・
80
％
が
適
用
と

な
り
ま
す
。

問
青
森
県
信
用
保
証
協
会　

十

和
田
支
所

☎
０
１
７
６
（
23
）
４
３
３
１

夏
休
み
ち
び
っ
子
ヤ
ン

グ
大
会
を
開
催

村
内
の
中
小
企
業
者
の
皆
さ
ん
へ

融
資
の
ご
案
内

6 月号「戸籍の窓」を
訂正します

　6 月 号 戸 籍 の 窓「 お 誕
生おめでとう」掲載の中
村　桜さんの保護者名に
誤りがありました。
　訂正し、お詫び申し上
げます。

正：中村　桜
さら

（陵）　泊
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      六ヶ所村民図書館新刊案内
     問 0175(72)3405   

http://www.rokkasho-tosho.jp/

Hot
Corner

round 22

頑張る六ヶ所の人たちの
ホットな情報を紹介

日・曜 行事名 時　間 場　所
1 木 婦人健診 受付 12:00 ～ 12:45 老 人福 祉 センター

2 金 婦人健診 受付 12:00 ～ 12:45 老 人福 祉 センター

3 土
4 日
5 月 スワニー・郷土館・図書館休館日

6 火
6 カ月児健診 受付  ９:30 ～９:45 保健相談センター

1 歳 6 カ月児健診 受付 12:30 ～ 12:45 保健相談センター

7 水 フラダンス教室 10：30 ～ 11：30 ス ワ ニ ー

8 木 婦人健診 受付 12:00 ～ 12:45 千 歳 平 体 育 館

9 金 婦人健診 受付 12:00 ～ 12:45 千 歳 平 体 育 館

10 土
東北大学出前授業 9：30 ～ 二 又 夢 は ぐ 館

それいけ！アンパンマンミュージカル　11：30 ～ /15：00 ～ ス ワ ニ ー

11 日
12 月 スワニー・郷土館・図書館休館日

13 火
14 水 図書館おはなし会〈幼児向け〉 14：40 ～

15 木
1 歳児健診 受付  ９:30 ～９:45 保健相談センター

図書館おはなし会〈赤ちゃん向け〉 10：30 ～

4 カ月児健診 受付 12:45 ～ 13:00 保健相談センター

16 金
カンガルー教室〈抱っこ法〉 受付  ９:30 ～ 10:00 保健相談センター

ピヨママ広場 13：00 ～ 15：00 保健相談センター

17 土
18 日
19 月
20 火 スワニー・郷土館・図書館休館日

21 水
フラダンス教室 10：00 ～ 11：30 ス ワ ニ ー

乳幼児相談 受付  ９:30 ～９:45 保健相談センター

２歳児歯科健診 受付 12:30 ～ 12:45 保健相談センター

22 木

23 金
カンガルー教室 受付  ９:30 ～ 10:00 保健相談センター

ピヨママ広場 13：00 ～ 15：00 保健相談センター

24 土
’10 ろっかしょ健康サマーウォーク 9：40 ～ 13：40 中 央 公 民 館

安全・安心まちづくりコンサート in 六ヶ所 １4：00 ～ ス ワ ニ ー

25 日

26 月
スワニー・郷土館・図書館休館日

５歳児発達相談会 受付 13:15 ～ 13:30 保健相談センター

27 火
ワッ歯ッ歯ッ！むし歯０教室 受付 10:30 ～ 10:45 保健相談センター

３歳児健診 受付 12:30 ～ 12:45 保健相談センター

28 水

29 木
カンガルー教室〈親子ビクス〉 受付  ９:30 ～１0:00 保健相談センター

ピヨママ広場〈ベビーマッサージ〉 13：00 ～ 15：00 保健相談センター

30 金 ガラス越しの音楽会 2010・22th １8：00 ～ ス ワ ニ ー

31 土 県民体育大会（～ 8 月 1 日　五所川原市主会場　＊六ヶ所村の選手が出場します）

 村のスケジュール7 月

出前授業の実験に村の担当者たちも参加しました。アドバイスをする立場でありながら、子どもたち以上に目を輝かせ嬉々として実験
を楽しんでいました○いくつになっても実験はワクワクさせてくれるもの。子どもならなおさらです。心が純粋であればあるほど、感
動は心に響きます。子どもたちの屈託のない顔が輝いていました○村内のニッコウキスゲが減っている原因の一つに、心ない人たちの
盗掘もあると聞きました。そういう人たちにとっては「たかが一輪」なのでしょうが、増やそうと努力している人たちには「かえがえ
のない一輪」。村がニッコウキスゲで彩られる日が来るように、大切に見守っていきましょう（円子）

今 月 も 最 後 ま で 読 ん で い た だ き あ り が と う ご ざ い ま し た 。編 集 後 記

ドラッカー経営学の集大成を凝縮。指針とす
べき役割・責任・行動を示し、新しい目的意
識と使命感を与える書。1975 年刊「抄訳マ
ネジメント」を改訂改題して新たに論文を加
えたエッセンシャル版。

マネジメント
基本と原則

Ｐ . Ｆ . ドラッカー著

図書館からのおすすめ本を紹介します。
新刊は下記のほか、毎週入庫しています。

　【吉川英治文学新人賞（第 31 回）】【本屋大賞（第
7 回）】江戸時代、「日本独自の暦」を作ること
に生涯を賭けた男がいた。碁打ちにして数学者
の 20 年にわたる奮闘・挫折・喜び、そして恋−。
太陰暦を作り上げる計画を、個の成長物語とし
て重厚に描く。『野性時代』掲載を単行本化。

天地明察

沖方丁  著

　血管のしなやかさにはダークチョコレー
ト。ウォーキングは 1 日 10 分を 3 回、こま
切れでもいい。コーヒーは女性の脳卒中を減
らす…。お金をかけずにできる、効果のある
アンチエイジングの 50 の方法を紹介する。

死ぬまで
老けない人になる

久保　明 著

　動物たちが自分らしく生きている旭山動物
園のガイドブック。「ほっきょくぐま館」「ぺ
んぎん館」をはじめとする施設に加え、「て
ながざる館」などの新しい行動展示の内容も
紹介。巻末にはガイドマップ付き。

新しくなった旭山動
物園ガイドブック

北海道新聞社編

　

揃
え
ら
れ
た
手
の
先
と
足

の
運
び
。
花
笠
を
深
く
か
ぶ

り
、
音
楽
に
合
わ
せ
て
し
な

や
か
に
歩
を
進
め
て
い
く
。

泊
音
頭
の
流
し
踊
り
は
、
み

こ
し
、
山
車
が
続
く
泊
例
大

祭
の
パ
レ
ー
ド
に
た
お
や
か

な
情
緒
を
加
え
る
。

　

毎
年
７
月
18
日
～
20
日
に

開
か
れ
る
泊
例
大
祭
に
華
を

添
え
る
、
泊
地
区
流
し
踊
り

保
存
会
（
滝
沢
キ
ミ
子
会
長
、

会
員
約
40
人
）。
そ
の
年
に
踊

り
に
参
加
す
る
人
全
員
が
会

員
だ
。
保
存
会
発
足
前
は
子

ど
も
会
や
住
民
有
志
に
よ
っ

て
受
け
継
が
れ
て
き
た
流
し

踊
り
。
小
学
生
か
ら
70
歳
代

ま
で
、
男
女
問
わ
ず
多
く
の

人
が
そ
の
伝
統
を
紡
い
で
き

た
。

　
『
泊
音
頭
』
は
今
か
ら
34

年
前
に
当
時
の
泊
小
の
教
師

が
作
曲
し
た
も
の
。
そ
れ
に

滝
沢
会
長
が
振
り
を
つ
け

た
。「
当
時
の
踊
り
の
先
生

か
ら
聞
い
て
振
り
付
け
を
考

え
ま
し
た
。
当
時
の
町
内
会

長
さ
ん
の
協
力
も
あ
っ
た
か

ら
で
き
た
こ
と
」
と
懐
か
し

げ
に
振
り
返
る
。
流
し
踊
り

は
、
今
や
祭
り
に
無
く
て
は

な
ら
な
い
存
在
。
老
若
男
女

が
一
堂
に
長
い
列
を
つ
く

り
、
心
一
つ
に
踊
り
上
げ
る

さ
ま
は
見
る
人
を
ひ
き
つ
け

て
や
ま
な
い
。

　

保
存
会
発
足
後
は
、
泊
音

頭
以
外
に
毎
年
違
う
曲
を
披

露
し
て
い
る
。「
沿
道
の
人

を
飽
き
さ
せ
な
い
よ
う
に
工

夫
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
北

島
三
郎
の
『
ま
つ
り
』
を
披

露
。
見
る
人
だ
け
じ
ゃ
な
く

踊
る
人
も
楽
し
め
る
よ
う
に

と
思
っ
て
」。〝
祭
〟
の
文
字

が
入
っ
た
真
っ
赤
な
う
ち
わ

を
手
に
し
滝
沢
会
長
は
に
っ

こ
り
と
笑
う
。
練
習
で
は
、

う
ち
わ
を
持
つ
踊
り
手
の
手

の
角
度
に
も
こ
だ
わ
る
ほ
ど

の
力
の
入
れ
よ
う
だ
。
祭
り

気
分
を
沿
道
の
人
た
ち
に
も

味
わ
っ
て
欲
し
い
と
い
う
心

遣
い
が
伝
わ
る
。

　
「
今
年
は
何
を
踊
る
の
？

と
い
う
期
待
や
、
今
年
の
踊

り
も
よ
か
っ
た
よ
と
い
わ
れ

る
こ
と
が
や
り
が
い
に
な

る
。
パ
レ
ー
ド
の
合
間
に
泊

の
所
々
で
交
わ
す
会
話
が
も

う
一
つ
の
楽
し
み
で
も
あ
る

ん
で
す
よ
」
と
滝
沢
会
長
。

副
会
長
の
宮
守
厚
子
さ
ん
は

「
毎
年
違
う
踊
り
を
覚
え
る
の

は
大
変
だ
け
ど
、
楽
し
み
に

し
て
く
れ
て
い
る
と
思
っ
て

頑
張
っ
て
い
ま
す
。
泊
以
外

の
皆
さ
ん
に
も
ぜ
ひ
見
に
来

て
欲
し
い
で
す
ね
」
と
笑
顔
。

　

泊
例
大
祭
の
パ
レ
ー
ド
を

総
括
す
る
野
田
泰
夫
泊
町
内

会
長
は
「
流
し
踊
り
保
存
会

は
祭
り
を
盛
り
上
げ
る
た
め

に
特
別
に
組
織
さ
れ
た
も

の
。
近
年
は
男
性
も
加
入
し

華
や
か
さ
に
加
え
て
力
強
さ

も
増
し
た
。
流
し
踊
り
は
泊

祭
り
の
自
慢
で
す
」
と
力
を

込
め
る
。

　

保
存
会
は
祭
り
ま
で
１
カ

月
以
上
か
け
踊
り
を
念
入
り

に
仕
上
げ
て
い
く
。
滝
沢
会

長
は
「
泊
地
区
以
外
の
人
で

も
流
し
踊
り
に
興
味
の
あ
る

人
は
ど
ん
ど
ん
参
加
し
て
欲

し
い
」
と
話
す
。

　

ま
た
、
踊
り
手
だ
け
で
な

く
、
着
付
け
や
踊
り
を
誘
導

す
る
世
話
人
の
皆
さ
ん
の
協

力
な
く
し
て
成
功
は
な
い
、

と
滝
沢
会
長
。「
踊
り
手
、

世
話
人
、沿
道
の
皆
さ
ん
…
。

み
ん
な
が
揃
っ
て
こ
そ
、
い

い
踊
り
に
な
る
ん
で
す
よ
」。

　

今
年
も
祭
り
が
楽
し
み
だ
。

諏訪神社境内で祭りを披露する保存会メンバー（昨年撮影）

伝
統
の
祭
り
に
、
た
お
や
か
な
情
緒
を
醸
す

泊
音
頭
流
し
踊
り
保
存
会

祭
り
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
、

４
年
前
に
発
足
し
た
泊
音
頭
流
し
踊
り
保
存
会
。

紡
が
れ
て
き
た
伝
統
に
、
楽
し
ま
せ
る
心
遣
い
。

心
一
つ
に
、
今
年
も
魅
せ
る
。

6 月上旬に始まった練習。入念に振り付け
を確認する

滝沢会長
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伝えたい、六ヶ所の風景。
花々が彩る初夏

１

２

３

Rokka
sho

広
報

ろ
っ

か
し

ょ

初夏、花々がその色合いを競うように咲いています。
可憐に、そして清らかに。彩りに新たな色を加えていきます。
しかし、咲き誇るのはほんの一瞬。
そのはかなさと潔さゆえ、
花は人々の心をとらえて離さないのでしょう。

1_ ぼんてん山のふもとに
咲いていたヤマフジ。フ
ジより紫色が濃く、2~3
㌢の蝶形花を一斉に咲か
せる
2_1 のヤマフジの近くで
咲いていたタニウツギ。
淡紅色の色彩が優しい　
3_ ヤマボウシ。白い総苞
が白いずきんをかぶった
山法師に似ていることか
ら名付けられた。秋には
赤く甘い実をつける

（写真提供：鈴木洋光村企
画調整課長）


